
 
「伝 合 」「学 合 」 通 確 学力 育 教育活動 一例 

Live 全校学習発表会 
 

 

Live 全校学習発表会 
2020年度 4月 、 Live 授業 開始 、一学期間 学 集大成 、授業最終日
全校学習発表会 開催 。 
小学部一年生 中学部三年生 参加 、上級生 下級生 発表 、 互
刺激 目標 、小中一貫縦割 活動 一端 担 有意義 活動 場 。 

    
 

《実践 目的》 
Live 授業 通 、「何 学 」「 学 」「何
」等、評価 観点 個々 学習成果 捉 考 。 

当校 教育目標『日本語 「伝 合 」「学 合 」 通 確 学力 育 』 活動
一環 、 Live 授業 延長線上 、今回 全校学習発表会 計画 。 
全校一斉 学習体験 通 、「何 学 」 「学 」 本質 学習意義 一人
意識 、今後 学習 活 欲 。 

 

《実践 方法》 
学習発表会 過程 実践 
① 学習目標  
学習指導要領 基 教科書単元 内容 、 上 表現活動 、多様
課題 児童・生徒 実態 応 設定 。 

②各学年 国語科関連単元 学習活動 

学年 単元名 学習活動 発表内容 
小学部第

一学年 

 
 
 

単元名「  」 

  

平仮名読 書 、言葉遊
通 、言葉 豊 気

目標 、五十音表 文字
使 作文 発表。 
 



小学部第

二学年 

 

 

 

単元名「 」 

 

言葉 ，経験 伝
働 学 、経験

題材 見 、伝
明確 「

言葉」 関 作文紹介 

小学部第

三学年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単元名「 伝 」 
単元名「 楽 」 

 

  

日常生活 中 話題 決 、
伝 合 必要 事柄 選
、文章 考  
「 」「中」「 」
文章 構成。「 」 、 
「問 」 入 、「 」
、「問 」 答 結論 文
章 組 立 。 

 

小学部第

四学年 

 

 

 

 

 

 
 

単元名「白 」 

 

  
 

登場人物 行動 気持 叙
述 基 捉 、 感想
考 想像 理由 添
話 合 。 基

作成 物語 紹介文

 



小学部第

五学年 

 

 

 

 

単元名「見立 」 
単元名「言葉 意味 」 

 

  

文章構成 整理 要旨 捉
筆者 何 伝 読 取
、 自分 知識
経験 踏 考 発表。 

 

小学部第

六学年 

 

 

 

 

 

 

単元名「私 」 

 

  

具体的 事実 考 ，
提案 文章 書 」
学習課題 設定。 
資料 教材 世界 課題
知 、身 回 問題解決 繋
事柄 考 。事実 感想

意見 区別 自分 考
伝 工夫 提案書。 

中学部第

一学年 

 

 

単元名「好 」 紹介  

 

  

｢好 ｣ 出会
、好 理由、具体

的 体験、友達 興味
考 、話

構成 順序 工夫 紹介 

 

中学部第

二学年 

 

単元名「魅力的 提案 」 
「 」 

  

    

 

情報 多様 方法 集 、聞
手 想定 整理。 

説明 構成 展開
話 合 。 

資料 機器 活用 、写真
図表 言葉 効果的 組
合 既習単元「流氷 私
暮 」「 語 」

SDGs 課題 提案。 



中学部第

三学年 

 

単元名「社会 関  伝 」 
「相手 目的 応  」 

 

 

 

 
自分 社会生活 世界 課題

SDGS 資料 得
情報 整理 、 内容
構成。 
話 相手 、内容、順序、言
葉遣 、説明 考

。 
 
 

 

 

③ 導入 留意点  
単元導入時 、学習目標 学習活動 児童・生徒 提示 、見通 持 計画的 学習
進 配慮 。 
④ 展開 評価 指導 

授業 通 、児童・生徒 発言 、課題 取 組 対 、「励 」 
「承認」「示唆」「修正」「提案」「確認」「補充」 、全体 個 必要 応 適宜行 。 
⑤ 学習評価 観点  
「知識・技能」 評価  
Ø 日常生活 社会生活 必要 日本語 特質 理解 、適切 使 。 
「思考・判断・表現」 評価 
Ø 知識及 技能 活用 課題 解決 必要 思考力、判断力 表現力等 身 付

Live 授業 知 、正 操作 。 
Ø 知識及 技能 獲得 、学習 進 方 工夫 。 
Ø 伝 方 表現法 協働 意欲的 学習 進 。 
 

《実践 結果 考察》 
今回 全校学習発表会 、児童生徒 自分 意見 考 、効果的 表現 道具 積極的

活用 。 



授業 学 、教材 資料 得 情報 Power Point  Word 、作文
等 共有 、印象的 伝 、 表現

、各学年、学習内容 応 。  
国語授業 中  ICT 有効 活用 事 、子供達 更 意欲的 学習 取 組
様子 。 
次 、国 地域、文化的背景 異 世界中 補習校 子 達 交流 学校間
交流学習 広 。 


